
19 2008.4

　

富
山
藩
で
は
、
幕
末
、
３
つ
の
大
き
な

事
件
が
起
こ
っ
た
。「
蟹か
に
え
け
ん

江
監
物も
つ

一
件
」、

「
富と
み
た田

兵ひ
ょ
う

部ぶ

一
件
」、「
家
老
山
田
嘉か
ぜ
ん膳

殺

害
一
件
」で
あ
る
。

■
蟹
江
監
物
一
件

　

天
保
５
年（
１
８
３
４
）10
月
、
家
老
蟹

江
監
物
を
筆
頭
に
、
22
名
に
お
よ
ぶ
家
臣

団
の
大
処
分
が
発
表
さ
れ
た
事
件
。
蟹
江

監
物
は
、
役
儀
指
除
け
・
隠
居
７
０
０
石

減
知
と
な
っ
た
。

　

こ
の
一
件
は
、
財
政
難
対
策
の
一
つ
と

し
て
実
施
し
た
藩
札
発
行
を
め
ぐ
る
利
権

争
い
の
中
で
起
こ
っ
た
も
の
で
、
十
分
の

藩
札
を
発
行
し
よ
う
と
す
る
藩
財
政
当
局

に
対
し
て
、
反
対
派
の
策
動
が
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

■
富
田
兵
部
一
件

　

安
政
４
年（
１
８
５
７
）４
月
、
当
時
藩

政
を
握
っ
て
い
た
江
戸
詰
家
老
富
田
兵
部

に
突
然
帰
国
が
命
じ
ら
れ
、
帰
途
の
途
中

の
駕
篭
の
中
で
白
装
束
で
割
腹
し
た
事
件
。

　

安
政
２
年（
１
８
５
５
）、
富
山
町
の
大

火
で
５
０
０
０
軒
以
上
が
焼
失
、
藩
の
金

融
は
大
混
乱
に
陥
っ
た（
こ
の
時
、
10
代

藩
主
利と
し
や
す保
の
隠
居
所
・
千
歳
御
殿
も
焼
失
。

門
は
残
っ
た
）。
富
山
藩
内
の
江
戸
派（
12

代
藩
主
利
声
、
富
田
兵
部
）は
家
中
の
知

行
借
り
上
げ
を
推
進
す
る
が
、
そ
れ
を
阻

止
し
よ
う
と
す
る
富
山
派（
実
質
上
の
藩

政
を
執
っ
て
い
た
利
保
、
富
山
の
藩
士
）

と
激
し
く
対
立
し
て
い
た
。
利
保
は
宗
藩

主（
加
賀
藩
主
）斉
泰
に
直
書
を
提
出
。
こ

れ
に
基
づ
き
加
賀
藩
が
富
山
藩
の
内
情
探

索
を
行
い
、
利
保
に
軍
配
を
あ
げ
た
。
富

田
兵
部
が
江
戸
で
老
中
の
阿
部
正
弘
に
近

づ
き
、
飛
州
高
山
五
万
石
を
富
山
藩
の
預

領
と
し
自
ら
飛
騨
の
代
官
に
な
る
よ
う
画

策
し
た
り
、
阿
部
正
弘
の
娘
と
利
声
を
結

婚
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
加
賀
藩

の
怒
り
を
買
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
利
声
は

退
隠
さ
せ
ら
れ
、
利
保
が
加
賀
藩
か
ら
派

遣
さ
れ
た
津
田
権
五
郎
を
迎
え
て
政
務
を

執
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
利
保
の
側

室
毎
木
氏（
利
声
の
実
母
）と
富
田
兵
部
と

の
密
通
の
噂
も
あ
っ
た
と
い
う
。

■
家
老
山
田
嘉
膳
殺
害
一
件

　

元
治
元
年（
１
８
６
４
）８
月
１
日
、
家

老
山
田
嘉
膳
が
城
内
大
手
の
内
濠
近
く
で

島
田
勝か
つ
ま摩
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
。
勝
摩
は
、

嘉
膳
と
対
立
し
年
寄
の
地
位
を
追
わ
れ
て

い
た
守
旧
派
の
滝
川
玄
蕃
に
同
調
し
た
５

人
の
う
ち
の
一
人
。
当
時
富
山
藩
は
利
声

が
退
隠
さ
せ
ら
れ
、
宗
藩（
加
賀
藩
）か
ら

幼
少
の
利
同あ
つ
を
迎
え
て
藩
主
と
し
、
宗
藩

の
管
理
下
に
あ
っ
た
。

富
山
藩
・

幕
末
三
大
事
件
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